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効性を検討したものである。その要旨は以下のとおりである。     



























目中央値 17.00、2回目中央値 17.00、陰性症状得点の 1回目中央値 17.00、2回目中央値 16.00であり、
有意に高くなったとしている。他の尺度得点には変化が認められなかったと述べている。 
 介入群の看護介入プログラム前後では、陽性と陰性症状評価尺度で、陽性症状得点の 1 回目中央値





値 16.00、後調査中央値 18.00と、介入後で有意に高くなったとしている。 
Rosenberg 自尊感情尺度では、尺度総得点の前調査中央値 25.00、後調査中央値 30.00 であり、有意
に高くなったとしている。また精神障害者社会生活評価尺度では、LASMI-I総得点の前調査中央値 15.00、
























平成 30年 1月 30日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（看護科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
